平成１４年度　第１回　デジタル１種　基礎科目


 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、矢印のように電流が流れているとき、抵抗Ｒ2の値は、（　ア　）

オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　　（５点）

	①　４　　②　８　　③　１０　　④　２０　　⑤　３０
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　（２）　図－２に示す回路において、誘導性リアクタンスＸｃは、６オーム以上とすると、Ｘｃは、

（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　６　　②　１２　　③　２４　　④　３６　　⑤　４０
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　（３）　二つのコイル間に生じる（　ウ　）は、一方のコイルの電流を変化させると、他方のコイル

に誘導起電力が発生する現象である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　静電誘導　　②　反　響　　③　自己誘導　　④　相互誘導


　（４）　インダクタンスＬによる誘導性リアクタンスＸＬの大きさは、（　エ　）に比例する。（５点）

	　①　交流電流の周波数　　②　インピーダンスの抵抗分

　③　交流電流の波高値　　④　力　率


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　トランジスタ増幅回路の動作においては、エミッタ－ベース間に加えられるバイアス電圧の

極性は、（　ア　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＰＮＰ形及びＮＰＮ形トランジスタ共にＰ領域がマイナス、Ｎ領域がプラス

　②　ＰＮＰ形及びＮＰＮ形トランジスタ共にＰ領域がプラス、Ｎ領域がマイナス

　③　ＰＮＰ形トランジスタではＰ領域がマイナス、Ｎ領域がプラスであり、ＮＰＮ

　　形トランジスタではＰ領域がプラス、Ｎ領域がマイナス

　④　ＰＮＰ形トランジスタではＰ領域がプラス、Ｎ領域がマイナスであり、ＮＰＮ

　　形トランジスタではＰ領域がマイナス、Ｎ領域がプラス


　（２）　（　イ　）に示す回路に、図－１に示す波形の入力電圧ＶＩを加えると、出力電圧ＶＯは、

　　　　図－２に示すような波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、｜Ｖ｜＞｜Ｅ｜

とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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（３）　トランジスタ増幅回路を接地方式により分類したとき、電力利得が最も大きい回路は、

（　ウ　）接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ベース　　②　コレクタ　　③　エミッタ


　（４）　ベース接地トランジスタ回路で、エミッタ電流ＩＥが２ミリアンペア、コレクタ電流Ｉｃが

１．９６ミリアンペアであるとき、このトランジスタ回路をエミッタ接地トランジスタ回路と

した場合には、電流増幅率βは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　０．９８　　②　１．００　　③　１．０２　　④　４９．０　　⑤　５９．０


　（５）　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　ＭＯＳ形ＦＥＴは、ゲートが絶縁されているので、接合形ＦＥＴに比較してゲートの入力

抵抗が非常に高い。

　　　　Ｂ　ＭＯＳ形ＦＥＴは、接合形ＦＥＴに比較して微細な構造のものが得やすく、集積回路に適

している。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

　　　　（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　排他的論理和　　②　論理和　　③　否定論理和　　④　論理積　　⑤　否定論理積
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　（２）　図－２～図－５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）

と出力ｃの論理レベル（Ｃ）の関係式が、

　　　　　　
[image: image6.wmf]‚b�@���@‚`�E‚a�{‚`�E‚a


の論理式で表すことができる論理回路は、（　イ　）の回路である。　　　　　　　　（５点）

	　①　図－２　　②　図－３　　③　図－４　　④　図－５
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　（３）　図－６の論理回路における、Ｍの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、表－１の真理値表で示される。　　　　（５点）
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　（４）　表－２は、入力論理レベルＡ及び入力Ｂと出力論理レベルＣとの関係を示した真理値表であ

る。この真理値表に相当する論理式は、（　エ　）の式で表すことができる。　　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、電気通信回線への入力電圧が１２０ミリボルト、その伝送損失が１キロメ

ートル当たり（　ア　）デシベルのとき、負荷インピーダンスＺに加わる電圧は、１６ミリボ

ルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線の入出力インピーダンスは同

一値で、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　０．２　　②　０．４　　③　０．５　　④　０．７　　⑤　１．０　　⑥　１．２
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　（２）　ある回線の信号が他の回線に漏れる現象を漏話といい、そのうち、誘導回線の信号の伝送方

向と反対方向に現れるものは、（　イ　）漏話といわれる。　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　間　接　　②　了解性　　③　遠　端　　④　非了解性　　⑤　近　端


　（３）　図－２に示すように、インピーダンスがそれぞれ４２０オームと２８０オームの伝送ケーブ

ルを接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数（インピーダンス不整合に

よる電圧変化を整合時電圧との比で表したもの）は、（　ウ　）である。　　　　　　（５点）

	　①　－０．６　　②　－０．３　　③　－０．２　　④　０．２　　⑤　０．３　　⑥　０．６
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（４）　伝送路は、その減衰量が（　エ　）に無関係に一定であり、かつ、位相変化が（　エ　）に

比例するときは、信号をひずみなく伝送できる。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　雑　音　　②　特性インピーダンス　　③　周波数　　④　振　幅　　⑤　負　荷


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　アナログ伝送路を用いてデータ伝送を行う場合、８相位相変調方式は４相位相変調方式に比

較して、変調速度が同じならば、データ信号速度は（　ア　）倍になる。　　　　　（４点）

	　①　１．５　　②　２．０　　③　３．０　　④　４．０　　⑤　６．０


　（２）　アナログ伝送路における回線雑音の中には、発生箇所での信号電力の大きさに関係なく、一

定の大きさである（　イ　）雑音が含まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　相互変調　　②　ジッタ　　③　基　本　　④　漏　話


　（３）　加算器、乗算器、単位時間遅延素子等を用い、デジタルな演算処理によって、必要な特性を

実現しているフィルタは、（　ウ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＬＣ　　②　デジタル　　③　ＳＡＷ　　④　能　動　　⑤　受　動


　（４）　ＰＣＭ伝送方式の特徴に関する次の記述のうち、誤っているものは、（　エ　）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　与えられた帯域幅に関して、優れたＳＮ比特性を持つ。

　②　パルス再生中継により、ＳＮ比を損なうことなく長距離伝送できる。

　③　基本的な雑音としては、符号誤りなどによる伝送雑音と量子化雑音等がある。

　④　音声など同程度の情報量の伝送において、振幅変調方式を用いたアナログ伝送

　　方式と比較して、所要帯域幅は狭い。


　（５）　光ファイバには、大きく分けてＳＭ形とＧＩ形とがあるが、このうち、ＳＭ形の伝送特性を

ＧＩ形の伝送特性と比較して示すと、次の表の（　オ　）となる。　　　　　　　　（４点）

	　①　Ａ　　②　Ｂ　　③　Ｃ　　④　Ｄ
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解答

第１問（ア）②　（イ）③　（ウ）④　（エ）①

第２問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）④　（オ）③

第３問（ア）②　（イ）③　（ウ）②　（エ）④

第４問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）③

第５問（ア）①　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）①
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